
※2026年度以降は運賃収入等を充当し、バリアフリー設備を整備

総整備費

総徴収額 13,213 百万円

17,313 百万円（2021.4～2026.3）　※以降もバリアフリー整備を継続実施

年間徴収額 4,404 百万円

徴収期間 3 年間（2023.3～2026.3）　※運賃改定にあわせ料金収受を終了

料金徴収

対象駅
全92駅

備考

※1：1ヵ月600円、3ヵ月1,710円、6ヵ月3,240円

※2：上記券種のほか、各種回数券、団体乗車券、貸切乗車券、企画乗車券、

　　　　各種特殊割引乗車券を含む

※普通券の設定額については、大人１乗車当たりの料金を記載すること。

※定期券の設定額については、全ての定期券料金から算出した１乗車当たりの平均額を記載し、備考欄に各期間別（１ヵ月・３ヵ月・６ヵ月な

ど）の料金を記載すること。

※回数券や企画乗車券などの券種から徴収する場合は、備考欄に該当する券種名を記載するとともに、定期外の年間徴収額に該当する券種から

の年間徴収額も含めて記載すること。

設定額（円） 10 10 ※1 0

年間徴収額

（百万円）
2,213　※2 2,190 0

料金額

券種

定期外 定期券

普通券
（磁気券）

普通券
（IC）

通勤定期券 通学定期券

(参考)

2026年度～

・長期的な目標として、ホームドアもしくは固定柵を全駅(東飯能～西武秩父駅間各駅を除く)へ整備。

・当面は、池袋～小手指駅間、西武新宿～新所沢駅間、小平～玉川上水駅間、豊島線、西武有楽町線

　各駅へ、おおよそ2030年代半ばまで※のホームドア整備を目指し、順次工事を進める。

（※連続立体交差事業など他の工事を予定する駅は、それら工事にあわせて整備を進める）

（様式1-1）

バリアフリー整備・徴収計画

鉄軌道事業者名 西武鉄道株式会社

整備方針

2021～2025年度

・ホームドアを15番線に整備

・運行情報提供設備を32駅に整備

・内方線付点状ブロック整備、ホーム車両間段差隙間解消を推進



（様式1-2）

9 駅　※1 24 番線　※1 百万円　※2

1 駅 1 ヶ所 百万円　※3

3 駅 6 番線 百万円　※3

4 駅 8 番線 百万円

32 駅　※4 百万円

駅　※5 百万円

各 駅 10 基 百万円

各 駅 35 基 百万円

駅　※6 百万円

百万円

百万円

百万円

番線

駅

駅

段差解消駅数

一経路確保駅 1

二経路以上確保駅 0

計画期間内の整備費（（１）～（３）の合計） 17,313 百万円

　計画期間内の料金徴収によるホームドア設置番線数・段差解消駅数

ホームドア設置番線数 15

※整備数：計画期間内に供用開始する設備の数

※整備費：計画期間内に整備する設備の費用(計画期間内に供用開始しない設備の費用も含む)

（３）維持管理費・収受システム改修費・その他費用（駅務機器改修費・駅頭表示改修費など）

維持管理費（附帯費用含む） 3,801 ※7

収受システム改修費 7

その他費用
（駅務機器改修費・駅頭表示改修費など）

244

備考

※7：ホームドア、エレベーター、エスカレーター、運行情報提供設備(行先表示器含む)等

エレベーター 477

エスカレーター 1,445

その他 各 1,352

備考

※6：その他：運行情報提供設備(行先表示器含む)

①　設備更新

設備名 整備数 整備費

（２）更新費（附帯費用含む）

運行情報提供設備 372

その他 1 3

備考

※1：ホームドア新設5駅15番線、既設ホームドア改良4駅9番線

　　（定位置停止装置のみの整備駅、2026年度以降供用開始予定駅は含まない)

※2：ホームドア整備費、既設ホームドア改良費、定位置停止装置整備費(地上整備・車両改修)、

　　　2026年度以降供用開始予定駅の整備費を含む

※3：整備費は「段差隙間縮小に資する設備」に含む

※4：一部改札口整備済で未整備改札口へ整備する駅を含む

※5：その他：視覚障がい者用設備(触知案内板・音声案内等)

スロープ -   

内方線付点状ブロック -   

段差隙間縮小に資する設備 1,526

ホームドア 8,087

バリアフリー整備・徴収計画（計画期間：2021.4～2026.3）

整備内容

（１）設置・改良費（附帯費用含む）

設備名 整備数 整備費


